
質問内容 回答担当 回答内容

1

コミュニティ助成事業の一般コミュニティ
助成について、自治会活動に直接必要な設
備等の整備とありますが、具体的にどのよ
うな物品が対象となるのか教えてくださ
い。

コミュニティ課

過去の事例では、プリンターや自治会館の机・椅子等
が対象となっております。その他どのようなものが対
象となるかは、主催者の財団法人自治総合センターに
確認し、回答する形となります。
財団法人自治総合センターのホームページ（コミュニ
ティ助成→「令和○年度実施計画」PDF）に過去に対
象となった主な物品か掲載されていますので、ご参考
ください。
https://www.jichi-sogo.jp/lottery/community

2
コミュニティ保険について、対象外の事例
に「地域清掃」とあるが、ごみゼロは対象
外の活動なのですか。

コミュニティ課

対象外の事例は、「地域清掃」ではなく、「地域清掃
において、動力を使用した機器（草刈り機等）を起因
したもの」とご案内しております。
実際に保険の適用となるかは、実際の現場の状況など
個別具体的に保険業者と協議の上判断されるため、コ
ミュニティ保険に関連すると思われる事故が起こった
際にコミュニティ課までご相談ください。

3

空家対策について以下２点についてば教え
てください。
①市としての施策内容
②自治会でできること

建築住宅課

①令和4年12月に「流山市空家等対策計画」を策定
し、通報又は相談のあった空家等について、現地確認
の上、所有者の特定を行い、管理不全な空家等につい
ては、条例や空家法に基づき、所有者に対し、適正な
管理を依頼しています。また空家等の除去支援とし
て、相続等により取得した家屋、敷地等の譲渡に係る
特例措置（空家等の譲渡所得、3000万円）の周知を
行っています。
②自治会区域内に管理不全な空家がある時は、市役所
建築住宅課（04-7150-6088）までご一報ください。

4
他の自治会で役員の定年制度を導入してい
る自治会の事例があれば教えてください。

コミュニティ課
役員の定年制度を導入している自治会もあると拝聞し
ています。詳細は、他自治会の会則等を確認して、後
日個別に回答します。

5

支え合い活動について、対象者のリストに
基づき訪問した際に、断られることが結構
ありました。文書を見ると本人の同意と
なっていますが、あくまで本人の同意が優
先されるのでしょうか。

社会福祉課

本人の同意が優先されます。
新たに支え合い活動対象に該当した方については、名
簿登載の意向を確認する通知をお送りしています。障
害等級をお持ちの方や要介護認定を受けた方は、「名
簿に登載してほしい」と同意の返信をいただく形です
が、７５歳以上の方のみでお住まいの高齢者の方は、
「名簿に登載してほしくない」と不同意の返信をいた
だく形になっています。２回通知を送り、返信が無い
方については、同意があったとみなして、名簿に載せ
ております。

6

支え合い活動について、民生委員の人数に
ついて、一人で見れる人数には限りがある
と思いますが、どのように決められている
のでしょうか。

社会福祉課
民生委員については、エリアが決まっており、そこに
いらっしゃる支え合い活動対象の方を名簿でお渡しし
ています。

7

ごみ集積場の設置について、古くから住ん
でいる方たちは現在は私有地の前に輪番制
で設置しているが、ごみの集積所を市で
作ってくれないかという声があります。ま
た、このような話を出前講座の中で相談し
てもよろしいのでしょうか。

クリーンセンター

流山市には約6,000か所ごみ集積場があり、そのほと
んどが道路上です。その設置を市で行うとなります
と、土地の買い取りなどで現実的では無いお話となり
ます。
近隣自治体でもそのようなことを行っている自治体は
聞いたことがありません。
例えば、ごみの出前講座をご利用されたときに、他の
自治会ではどのように運営しているかなどのご提案は
できますので、是非ご活用ください。

8

支え合い活動について、名簿を提出してい
ただいても、個人情報漏えいの危険性や管
理責任が重く、誰も管理したくないという
話があります。名簿が無くても支え合い活
動はできないのでしょうか。その場合に
は、補助金の対象となるのでしょうか。

社会福祉課

パトロールなどの際に、異変がないかどうか確認いた
だくだけでも支え合い活動の一環となりますので、自
治会のご負担の無い範囲で活動いただけたらと思いま
す。
ただし、補助金の対象については、名簿の受け取りが
必要となります。
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9

支え合い活動について、提出していなくて
も同意とみなされるのは、おかしいのでは
ないでしょうか。通常ですと、提出を受け
て同意という流れだと思います。

社会福祉課

７５歳以上の方のみでお住まいの高齢者の方のうち、
名簿登載の意向確認の通知への返信が無かった方を名
簿に登載することとなった経緯について、同意を得て
行うことが望ましいというのが大前提にあるところで
すが、その結果、支援を必要とする方の多くが漏れて
しまうのでは、有効な支え合い活動の促進には支障と
なることと、７５歳以上の福祉や介護サービスと接点
が無い方が名簿から漏れてしまうと、孤独死などの問
題に繋がってしまう可能性が高いことから、この方式
を採用しました。

10

防犯灯について、ＬＥＤ灯に代わってか
ら、「暗くなった」という声があがってい
ます。直下は明るく、周辺までは明るくな
りにくいというＬＥＤ灯の特性だと思いま
すが、実際に暗くなっているのか、スペッ
ク・特性をお伺いしたいです。また、ＬＥ
Ｄ灯の特性により暗いと思った際に、設置
を要望することは可能でしょうか。

コミュニティ課

過去の蛍光灯に比べると、照度自体は上がっていると
認識していますが、近くに木が茂って暗くなってし
まっているなど様々な事象で暗くなってしまっている
ケースもあると思います。その場合、ご相談いただけ
ましたら私共で現地を確認し、現地に追加の防犯灯が
必要ということでしたら、自治会長様からご要望をい
ただくことも可能ですので、個別具体的な相談がござ
いましたら、コミュニティ課までご連絡ください。

11

自治会館維持管理補助金について、要望の
申請が前年度の８月頃までとなっていま
す。一方で、集合住宅向け電気自動車充電
設備設置補助金は、工事完了後の申請と
なっています。
前年度だと工事業者の確定や見積書の徴収
などが終わっておらず、自治会館維持管理
補助金についても、工事完了後又は工事中
に申請しても受付してもらえるようになら
ないでしょうか。

コミュニティ課

予算の建付け上、前年度にご要望をいただいて、必要
なものを翌年度に予算確保し、執行していくことと
なっております。公金の取扱い上、取扱いの変更につ
いては困難な状況です。
ただし、今回の説明会も含めまして、自治会様が翌年
度に実施できるようにバックアップ体制は取らせてい
ただいておりますので、何卒よろしくお願いいたしま
す。
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